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１ )  心不全と診断された、 60 歳以上の男女 10 名。  
２ ) American Heart Association/American College of Cardiology の心不全ス
テージ分類で、器質的心疾患を有し、心不全症候を有するステージ C の患者。  
２ . データ収集期間は、 2019 年 3 月から同年の 6 月。  
３．データ収集施設は、関東地方の都市群に位置する循環器専門病院。  
４．調査内容  
 本研究は、Newman, M（ 1995）の「拡張する意識としての健康」理論を基本的な
枠組みとし、解釈学的・弁証法的研究デザインとした。 Newman, M は人間の特性
について、人は疾患があってもなくても全体的な存在であり、尊厳が付与されて























1.  研究協力者の概要  
 研究協力者は、男性 5 名、女性 5 名の合計 10 名で、平均年齢は 73.7 歳（ SD7.78）















































用いた Newman, M（ 1995）理論は、患者にとって何が最善かということを前提と
してはいない。患者は全体的な存在であり、自らが選択する道が、拡張する意識
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 心不全は呼吸困難感などの症状から、緊急を要するケースが多く、看護師は患
者の症状や治療に目を向けやすい。看護師が心不全患者を理解するためには、患
者を無条件で「全体的な存在」として受け入れ、「疾患志向のケア」「人間志向の
ケア」を統合したケアを念頭におくことが必要である。  
 
Ⅶ．残された課題  
 混沌とした状態においては、患者の減弱性から心が閉じられたままの状態や、
表現しないことで自己の尊厳を守りたい患者もいる。そのような対象者を看護師
が見落としてしまわないように、看護師は意識を覚醒させておく必要がある。  
 
 
論文審査結果の要旨  
 
本論文は、研究者のこれまでの豊富な実践経験を基盤に、心不全患者の病の経
験に、 M.ニューマン理論を用いて、パートナーシップを組むことで寄り添い、そ
の意味の形成を支援しながら、心不全患者が病の意味を構成していくプロセスを
解釈学的・弁証法的に明らかにしようとした臨床的価値の高い研究である。  
これまで主にがん患者に用いられてきたニューマン理論を、心不全患者に適用
した点でも新規性のある貴重な研究である。また、心不全患者の看護研究が、疾
患に関わる苦痛や困難に焦点を当ててきたことに対し、疾患をそのうちに組み込
んだ全体的人間理解から出発し、その人間が病をどう生き抜こうとしているのか
を主題をしている点で価値ある研究である。そのため、全体論的パラダイムを基
盤とする M.ニューマン理論を理論的枠組みとし、研究者と研究参加者がパートナ
ーシップを組み、対話を通して研究参加者が病の意味を構成していくプロセスに
研究者が寄り添うことを通して、豊かなデータを集めている。特に心不全患者の
病の経験を引き出せている点は、研究者の臨床能力に依拠するところが大きいと
思われる。  
しかしながら、以下の点でさらに論文を精錬させる余地があるとの指摘を受け
た。１．ニューマン理論の理解・説明が不十分なところが散見され、特に「パタ
ーン」の概念が不明瞭である。２．タイトルもニューマン理論を用いた看護介入
であることがわかるタイトルにした方がよかったであろう。３．ニューマン理論
に基づく研究方法についても、より詳しく説明する必要がある。４．個別分析か
ら全体分析がどのように導かれたのか、もっと説明する必要がある。５．「病の意
味の局面図」の説明が必要である。６．結論に出てくる内容に飛躍があるので、
結果、考察との整合性をはかる必要がある。  
以上のような課題は残るが、心不全患者の病の経験に M.ニューマン理論を用い
て看護介入し、全体的存在としての人間にアプローチし、プラクシスとしての看
護を明らかにした点で新規性と独創性があり、その結果は実践に資するところが
大きく、博士の学位を授与するにふさわしい論文であると評価された。  
